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論 文 の 要 旨 
 本論文は日本語と韓国語の推量表現の対照研究であり、特に「だろう」と「-겠 (gess)- 」「-을것이- 
(eulgeosi) 」、「 よ う だ 」「 ら し い 」 と 「 -(은/는/을)것같다(geosgatda) 」「 -
(은/는/을)모양이다(moyangida)」を取り上げ、両言語の共通性と差異を記述するものである。 
本論文は以下の全 6章から構成される。 
  第１章 序論 
   第２章  先行研究の検討 
  第３章  推量モダリティの基礎的論議 
  第４章  日韓真正推量形式の意味と用法の対照分析 
  第５章  日韓疑似推量形式の意味と用法の対照分析 























































審 査 の 要 旨 






























  平成 28年 9月 28日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認
は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審
議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
